
 

日野市子ども・子育て支援事業次期計画 

策定のためのニーズ調査ご協力のお願い 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答にあたってのお願い】 

１．回答は、選択肢の番号に○をつけてお選びください。設問によって〇をつける

数が異なりますので、ことわり書きに従ってください。 

2．回答で「その他」を選んだ場合は、（    ）内に具体的な内容を記入してく

ださい。該当しない設問や答えたくない設問がある場合は、次にお進みください。 

3．ご記入後は、同封の返信用封筒に入れ、ポストに投函してください。（切手不要） 

投函期限：令和６年 2 月 16 日（金） 

本アンケートは、WEB で回答していただくこともできます。 

ご希望の方は、右横の二次元コードから専用フォームにアクセスしてください。 

URL：https://www15.webcas.net/form/pub/websurvey/hino_wakamono 

ＩＤ：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

＜問合せ先＞ 日野市子ども部子育て課 地域青少年係 

 TEL 042-514-8579（直通） E-MAIL jidouf@city.hino.lg.jp 

 

 

日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

市では「新！ひのっ子すくすくプラン（第 2 期日野市子ども・子育て支援

事業計画）」に基づき、子ども・子育て支援事業を進めておりますが、本計画

が令和６年度で満了することから、現在、新たに若者支援を加えた次期計画

の策定作業を進めているところです。そこで、市民の皆様の生活実態や市へ

の要望・ご意見などを把握し、次期計画に活かすためのニーズ調査を実施さ

せていただきます。 

調査の実施にあたっては、住民基本台帳の中から 18 歳から 39 歳までに

該当する年齢の方 1,000 人を無作為で抽出し、調査票を送付させていただ

きました。回答いただいた調査内容は、今後の子ども・若者・子育て支援施

策を進めていくための基礎資料としてのみ利用し、回答者個人が特定された

り、個々の回答内容が他にもれたりすることは一切ございません。 

ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力 

くださいますようお願い申し上げます。                            

令和６年１月 

 日野市長 大坪 冬彦 
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１ あなたと家族について 
 

 

 
問１ あなたの年齢は何歳ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．１８～２０歳未満 

２．２０～２５歳未満 

３．２５～３０歳未満 

４．３０～３５歳未満 

５．３５～４０歳未満 

 
問２ あなたの職業は何ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．学生 

２．常勤の勤め人 

３．パート・アルバイト 

４．契約社員・派遣社員 

５．自営業 

６．専業主婦・主夫 

７．無職 

８．その他（            ） 

 
問３ あなたの家族構成はどれに該当しますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．単身世帯  ２．二世代世帯  ３．三世代世帯  ４．その他の世帯 

 
問４ あなたは自分の暮らしに満足していますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．満足している 

２．どちらかといえば満足している 

３．どちらかといえば満足していない 

４．満足していない 

 
問５ あなたは、自分の将来について希望をもっていますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．希望がある 

２．どちらかといえば希望がある 

３．どちらかといえば希望がない 

４．希望がない 

 
問６ 問５で、３または４と回答した方にお伺いします。その理由に最も近いものを選んでく

ださい。（あてはまるもの１つに〇） 

１．経済的な不安がある 

２．健康面に不安がある 

３．家庭のことで不安がある 

４．社会情勢に不安がある 

５．特に理由はない 

６．その他（             ） 

 
問７ あなた自身について、次のことがどのくらい当てはまりますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 あてはまる 

どちらかと

いえばあて

はまる 

どちらかと

いえばあて

はまらない 

あてはまら

ない 

① 自分自身のことが好き １ ２ ３ ４ 

② 自分の家族から大切にされていると思う １ ２ ３ ４ 

③ 自分の友人から大切にされていると思う １ ２ ３ ４ 
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問８ 結婚をしていますか。（事実婚等を含む）（あてはまるもの１つに○） 

１．結婚している          ２．結婚していない 

 
問９ 問８で「２．結婚していない」を選んだ方に伺います。結婚についてどのように考えて

いますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．なるべく早く結婚したい     ３．結婚するつもりはない 

２．いずれ結婚したい          ４．わからない 

 
問１０ 問９で「３．結婚するつもりはない」を選んだ方に伺います。 

    その理由は何ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．結婚したい相手がいないから 

２．経済的に結婚ができると思えないから 

３．一人でいることが楽だから 

４．その他（                             ） 

 
問１１ 現在結婚している方は結婚した理由、またいずれ結婚したい方は、そう思う理由は何

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．好きな人と一緒に生活をしたいから 

２．子どもが欲しいから 

３．精神的な安らぎの場を持ちたいから 

４．一人でいるのは寂しいから 

５．両親や親類を安心させたいから 

６．経済的な安定を得たいから 

７．老後が心配だから 

８．社会的に認められたいから 

９．仕事や家事の負担を減らしたいから 

１０．家から出たいから 

１１．その他（                              ） 

１２．答えたくない 

 
問１２ 子どもについてお伺いします。（あてはまるもの１つに○） 

１．子どもが欲しいと思う、既に子どもがいる 

２．子どもを欲しいと思わない 

３．その他（                              ） 

 
問１３ 問１２で、２と回答した方に伺います。 

    子どもを欲しいと思わない理由は何ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．子どもを育てる自信が無いから 

２．経済的に余裕が無いから 

３．育てられる環境が整っていないから 

４．子どもが好きでないから 

５．結婚するつもりがないから 

６．その他（                              ）   
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問１４ 問１２で、１と回答した方に伺います。 

    あなたが望む子どもの人数は何人ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．一人        ３．三人      ５．五人以上 

２．二人                ４．四人 

 
問１５ 問１２で、１と回答した方に伺います。子どもを欲しいと思う理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもがいると生活が楽しく心豊かになるから 

２．子どもが好きだから 

３．好きな人の子どもが欲しいから 

４．結婚して子どもを育てることは自然なことだから 

５．親や友人が子育てしている様子を見て、良いイメージがあるから 

６．子どもは老後の支えになるから 

７．交際相手や親など周囲が望むから 

８．子どもを育てることで周囲から認められるから 

 ９．その他（                              ） 

１０．答えたくない 
 
問１６ あなたの家の生計について、以下の（１）と（２）のそれぞれにお答えください。 

  （１）生計を支えている方は主にどなたですか。また、仕送りで生計を立てている方は、

その仕送りを主にしてくれている人をお答えください。 

    （あてはまるもの１つに○） 

１．あなた自身 

２．父 

３．母 

４．あなたの配偶者・パートナー 

５．きょうだい 

６．あなたの子 

７．その他（         ） 

８．わからない、答えられない 

 
（２）主に生計を支えている方の主な収入源は何ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．就労、事業による収入 （農業収入を含む） 

２．預金やその利息、財産からの収入 （株の配当や不動産賃料など） 

３．年金 

４．生活保護 

５．その他（                              ） 

６．わからない、答えられない 

 

問１７ あなたは普段どのくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．仕事や学校で平日は毎日外出する 

２．仕事や学校で週に 3～4 日外出する 

３．遊び等で頻繁に外出する 

４．人づきあいのためにときどき外出する 

５．普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する 

６．普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける 

７．自室からは出るが、家からは出ない 

８．自室からほとんど出ない 
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問１８ 問１７で、５から８までのいずれかを回答した方に伺います。あなたの外出状況が現

在の状態となって、どのくらい経ちますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．３か月未満 

２．３か月～６か月未満 

３．６か月～１年未満 

４．１年～２年未満 

５．２年～３年未満 

６．３年～５年未満 

７．５年～７年未満 

８．７年～10 年未満 

９．10 年～15年未満 

１０．15 年～20 年未満 

１１．20 年～25 年未満 

１２．25 年～30 年未満 

１３．30 年以上 

 
問１９ 問１８で、３から１３までのいずれかを回答した方に伺います。あなたの外出状況が

現在の状態になったのは、何歳の頃ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．14 歳以下 

２．15 歳～19 歳 

３．20 歳～24 歳 

４．25 歳～29歳 

５．30 歳～34歳 

６．35 歳～39歳 

 
問２０ あなたの外出状況が現在の状態になった主な理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．学校になじめなかったこと 

２．小学校時代の不登校 

３．中学校時代の不登校 

４．高校時代の不登校 

５．大学（専門学校、短期大学等を含む）時代の不登校 

６．受験がうまくいかなかったこと（中学・高校・大学等） 

７．就職活動がうまくいかなかったこと 

８．職場になじめなかったこと 

９．人間関係がうまくいかなかったこと 

１０．病気 

１１．妊娠・出産したこと 

１２．退職したこと 

１３．介護・看護を担うようになったこと 

１４．新型コロナウイルス感染症が流行したこと 

１５．その他（                              ） 

１６．特に理由はない 

１７．わからない 
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２ 家庭と仕事について  

 
問２１ 夫と妻の就労状況について、どう考えていますか？すでに結婚している方は現状を

お答えください（あてはまるもの１つに○） 

１．結婚したら夫婦ともに働くつもりである 

２．結婚したら夫婦のどちらかが働くつもりである 

３．現在夫婦ともに働いている 

４．現在夫婦のどちらかが働いている 

５．どれにも当てはまらない・答えたくない 

 
問２２ 問２１で、１または３と回答した方に伺います。夫婦共働きについてあなた自身はど

のようにしたいとお考えですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．子どもができても夫婦共に変わらず働き続ける 

２．子どもができたら夫婦共にペースを落として働き続ける 

３．子どもができたら夫婦のどちらかがペースを落として働き続ける 

４．子どもができたら夫婦のどちらかが仕事をやめ、数年後に再び働く 

５．子どもができたら夫婦のどちらかが仕事はやめて家事・育児に専念する 

 
問２３ 問２１で、１または３と回答した方に伺います。働いている間、子どもの世話はどう

したいとお考えですか。（あてはまるもの３つまで○） 

１．保育所や託児所に預ける 

２．ベビーシッター等のサービスを利用する 

３．自分又は配偶者の親に見てもらう 

４．夫婦のうちいずれかが見る 

５．夫婦で見る 

６．その他（           ） 

 
問２４ あなたが子育て支援サービスを受けるとしたら、何を最も重視しますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．利用料 

２．受け入れる時間帯 

３．自宅や職場からの距離、場所 

４．保育や教育の質 

５．その他（           ） 

 

 
問２５ 仕事と子育ての両立をする上で必要な条件だと思われることは何ですか。 

    （あてはまるもの３つまで○） 

１．労働時間の短縮 

２．育児休業等の制度拡大と取得促進 

３．子どもの看護休暇制度の義務化と取得促進 

４．配偶者・パートナーの育児参加の促進 

５．男性は仕事、女性は家庭というような意識の解消 

６．事業所内保育施設の充実 

７．在宅勤務やワークシェアリングの推進 

８．子育て期に多様・柔軟な働き方が選択できるよう制度等を見直す 

９．有給休暇の取得促進 

1０．その他（                              ） 
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３ 地域で子育て・子育ちを支える 

４ 子どもの権利について 

 
 
 

問２６ 子どもを育てる環境として何を重視しますか。（あてはまるもの３つまで○） 

１．豊かな自然 

２．自由にのびのび遊べる場所 

３．安全に生活できるまち 

４．利便性の高い環境 

５．同年代の仲間、友達 

６．地域の人たちとのつながり、温かい人情 

７．学校や教育施設が充実している 

８．保育園や学童クラブなどの保育環境が充実している 

９．児童館など子どもの居場所が充実している 

10．子育てで親として悩んだときに相談できる場所があること 

11．その他（                           ） 

 
問２７ 子ども・子育てにやさしい社会を作る上で、有効だと思う取組は何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子ども・子育てに関する社会の理解促進 

２．公共・民間施設での育児サービスの充実（おむつ替えスペース等） 

３．移動しやすい環境整備（公共交通機関での優先スペース等） 

４．行政による子育て支援の情報発信 

５．子ども・子育てを応援する地域や企業の取組紹介 

６．地域での子育て支援の促進（地域ボランティア等） 

７．子育て中の父親・母親同士が交流できるきっかけづくり 

８．その他（                  ） 

９．わからない 

 

 

 

問２８ 「日野市子ども条例」を知っていますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．名前も内容も知っている       ３．名前も内容も知らない 

２．名前は知っている 

 
問２９ あなたは、「日野市子ども条例」に定められた「子どもの権利」を知っていますか 

（あてはまるものすべてに○） 

１．いじめや虐待を受けないこと 

２．安心して居られる場所があること 

３．自分の考えを自由に言えて、その意見が尊重されること 

４．人と違う自分らしさが認められること 

５．自分の秘密が守られること 

６．学んだり遊んだり休息すること 

７．必要な情報を知ることや、必要な助言や手助けを受けられること 
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問３０ あなたは、安心して暮らしていると思いますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．思う  

２．思わない  

３．いえない  

 

質問は以上で終わりです。国、東京都、日野市への、子どもや若者に関することについて 

普段感じていることやご意見・ご要望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


